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平成27年2月27日（金）午後１時15分

［12:00］

福島県居住支援協議会　会長　田畑光三

日時

●開場

［13:１５～13:25］

［13:30～14:30］

［14:40～16:30］

［休憩１０分］

挨拶●開会

●第一部

●第二部

堀田　力 氏
●第二部

コーディネーター （一般財団法人　医療経済研究・社会保険福祉協会  医療経済研究機構　研究主幹）白川　泰之 氏

パネルディスカッション

基調講演

「ふくしまの“ともに住まう”を支える地域善隣」

進行時間割

場所 福島市「福島県文化センター小ホール」

パネリスト
（衆議院議員　復興副大臣）
長島　忠美 氏

長島　忠美 氏

（福岡県大牟田市地域包括支援センター 管理者）
猿渡　進平 氏

猿渡　進平 氏

認定特定非営利活動法人
ふくしまNPOネットワークセンター　理事長

星野　珙二 氏

星野　珙二 氏

特定非営利活動法人
まごころサービス福島センター代表理事

須田　弘子 氏

須田　弘子 氏

（　　　　　　　　）

「ともと住まい、ともに住まう」
地域の共助を考えるシンポジウム

「社会的弱者を見守る地域の力」
公益財団法人　さわやか福祉財団　会長

（　　　　　　　　）

プログラム
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記　録

記　録
●会　場
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●基調講演

●会長挨拶



基調講演記　録
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●パネルディスカッション



プロフィール

公益財団法人　さわやか福祉財団

会長 堀田　力 氏

基調講演

パネリスト

コーディネーター

京都大卒業後、検事任官。東京地検
特捜部ではロッキード事件捜査を
担当。
平成3年に退官、弁護士登録。「高齢
社会ＮＧＯ連携協議会」共同代表、
厚生労働省の高齢者介護研究会座
長などを歴任し、高齢者問題で提
言を続けている。
近著に「共助のちから」（実務教育
出版）など。

研究主幹

平成７年、東京大学法学部卒業。同
年、旧厚生省入省。
年金局資金管理課長補佐、大臣官
房厚生科学課長補佐、同人事課長
補佐、社会・援護局援護課長補佐、
新潟大学法学部准教授などを経
て、平成26年8月より現職。大分県
保健福祉部高齢者福祉課長など、
介護保険、高齢者福祉を担当した
経験を持つ。

一般財団法人 医療経済研究・社会
保険福祉協会医療経済研究機構　

白川　泰之 氏

管理者

平成14年3月福岡お茶ノ水医療福
祉専門学校卒業。平成14年4月医
療法人静光園白川病院SWとして
入社。平成20年4月医療連携室長
就任。平成22年4月医療福祉連携
課長就任。平成24年10月中央地区
地域包括支援センター管理者就
任。日本医療ソーシャルワーク学
会理事。大牟田市人とまちづくり
協議会副会長等、多くの社会活動
に従事。

大牟田市 中央地区地域包括支援センター

猿渡　進平 氏復興副大臣

東洋大学経済学部卒業後、新潟県
山古志村教育委員 、村議会議員を
歴任し平成12年に山古志村村長に
就任。平成17年に自由民主党より
衆議院議員選挙に出馬し初当選。
平成24年12月～平成25年9月30
日農林水産大臣政務官・復興大臣
政務宮。平成26年9月～復興副大
臣。

衆議院議員　

長島　忠美 氏

理事長

NPO法人
まごころサービス福島センター

須田　弘子 氏理事長

昭和49年福島大学経済学部へ赴
任。現在福島大学名誉教授。経済学
部および共生システム理工学類に
おいて経営工学分野で教鞭をとっ
てきた。かたわら、地域づくりの活
動にも参画し、平成12年8月に中
間支援組織「特定非営利活動法人
ふくしまNPOネットワークセン
ター」を立ち上げ、平成25年からは
理事長として活躍している。

特定非営利活動法人
ふくしまNPOネットワークセンター　

星野　珙二 氏
福島学院大学福祉専攻第一部卒業
平成4年まごころサービス福島セ
ンター発足。平成11年NPO法人ま
ごころサービス福島センター設
立、理事長として活躍。
助け合い活動に加えて、平成12年
介護保険事業、訪問介護サービス、
通所介護施設、居宅介護支援事業
所等を立上げ運営している。

プロフィール
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会長挨拶

　地域の共助を考えるシンポジウムの開催に当たり、
ご挨拶を申し上げます。ご来場の皆様には、お寒いと
ころを、多くの方々にご参加をいただき誠にありがと
うございます。
　あの東日本大震災から早４年を迎えますが、当協議
会は、この間、住宅セーフティネット法に基づく高齢者・
障がい者はもとより、震災被災者及び原発避難者の居
住支援を行ってまいりました。
　特に、震災直後から被災者の皆様の住宅に関するご
相談にお応えし、これまでの相談件数は３千件を超え
ております。
　また、被災された方々の住宅再建支援として、福島
市を始め県内各方部において「ふくしまみんなの住宅
フェア」を開催したほか、東京国際フォーラムでの避
難者交流会など県外に避難された方々への出前相談も
行っております。
　さて、平成２２年度の国勢調査によれば、本県の高
齢者のみの世帯は１８万６千世帯に上り、震災以降、
仮設住宅等への入居による世帯分離により更に増加し
ております。
　少子高齢化の進行や震災関連死・孤独死の増加等が
注目される中で、高齢者や障害をお持ちの方、子育て
家庭などの方々が、住み慣れた地域の中で、安心して
住み続けることができる環境づくりが求められており
ます。
　当協議会では、このような方々の安定居住に係る支
援として、行政機関を始め、地域ぐるみで見守るネッ
トワークの形成に取り組んでいるところであり、本日
のシンポジウムも、この取り組みのひとつであります。
　第一部基調講演では、さわやか福祉財団の堀田力会
長に、地域の助け合い、地域共助のお話をいただき、
第二部では、公務ご多忙のなかお越しいただきました
長島忠美復興副大臣始め、地域の福祉分野で活動され
ている方々のお話を伺う機会を得ました。
　講師の皆様には、シンポジウムの講師をお引き受け

いただきましたことに、厚くお礼を申し上げます。
　本日は、本県の地域共助、地域善隣の取組に当たって、
多くのご提言や示唆をいただけるものと期待するとこ
ろでございます。
　このシンポジウムが、本県における高齢者等の地域
見守りについて、県民の皆様と一緒に考える機会とな
れば幸いであり、ご来場の皆様には、きっと多くのこ
とを感じとっていただけるものと確信をしております。
　どうぞ最後までご聴講いただきますようお願いを申
し上げ、挨拶といたします。
　本日はありがとうございました。

会長挨拶

福島県居住支援協議会
会　長 田畑　光三 
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基調講演



基調講演
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社会的弱者は誰か
　検事時代から仏の堀田と申しておりました堀田でご
ざいます。「社会的弱者を見守る地域の力」という演題
をいただきました。私は社会的弱者という言葉は好き
ではありません。誰が弱者なのか、誰が強者なのか分
からないからです。
 　阪神淡路大震災でも沢山の自殺者が出ました。本当
に残念なことです。大地震に遭って助かってしばらく
の間は命を大切にしておられるんですが、仮設住宅で
長く住むうちに自殺される方や孤独死される方が出ま
した。３ヶ月もの間、死んでいるのが分からなかった
場合もあり、何百人もが命を絶ってしまいました。警
察は自殺関係の統計を出してないのですが、自殺者は
男性の方が圧倒的に多いのです。年齢は高齢者と思わ
れるかも知れませんけども、４０代から６０代の働き
盛りの方です。平常時は責任のある仕事に就いて、強
くて頼りにできる人だと思われている人達が命を絶ち
ました。

 　私どもは災害が起きると被災地に入って「ふれあい
パラソル」を立てます。被災者の方に集まっていただ
き「どんなに辛いか」被災者の心の中に耳を傾けます。
そういう活動を展開しています。「ふれ合いパラソル」
には中年男性はなかなか出て来てくれません。仮設住
宅で悶々としている。工場は倒壊し借金が残り再開の
目途も立たない。従業員も集まらない。家族もなんと
かしなきゃいけないけど知恵が浮かばない。堂々巡り
し負のスパイラルに入ってしまい食事もとれない。社
会的に強者だと思われる男性が自殺してしまうのです。
災害に遭い生きて行く地盤が無くなる状況では一番弱
い者になります。じゃなかろうかと思います。
 　高齢者や子ども達はすぐに色んな人と話し合ったり
して困り事を打ち明け合います。やがて知恵を出し合
い、慰め合い、勇気付け合って自分の生活を再建して
いきます。そういう意味じゃー強い存在となります。

高齢者や子ども達が作りだす絆っていうのは強い力を
持っています。絆を結んで前向きに生きていく力にな
ります。

 　中越地震の１週間後に避難所に入り、小中学生に
会って「なにか困ってる？どんな思いしてる？」と聞
きました。「私は頑張るんだ」と答えてくれました。続
けて「今は何に困っているの」と聞きましたら「お父
さんが隣の人や近くの人と喧嘩し、イライラし続け落
ち着かなくって困ってます。みんなで仲良くやってい
こうとするのに、お父さんは仲良くできず駄目です」
一斉にそう言ってました。お父さんの気持ちも分かり
ます。家を奪われ、どう復興していいか分からない。
責任者としてやっていかなきゃいけないが道が拓けな
い。避難所にはプライバシーも無いので、何もかもが
神経にさわりイライラする。困難に耐え人々と協力し
ていこうという気持ちにならない。普段は強いお父さ
んが、みんなで力を合わせ傷ついた心を慰め合って協
力し、生活を再建していかねばならないような状況、
災害に遭うと弱いんです。自分の子ども達からも「駄
目だよー」なんて言われるぐらい「お父さんは絆の力
が弱いのかなー」と中越地震のときも感じました。

 　東日本大震災の色んな場面でも同様のことを実感し
ました。南三陸町ではお母さんたちが集まり、コサー
ジュ、ハンドバッグを一緒に作って１０万円で売って
いました。作業所を見学しましたが、手が動く以上に
口が動いています。隣の音が伝わる仮設住宅で３年以
上暮らしているのに「こんなに明るいのか」とびっく
りしました。上等なものではないけどお洒落をし、色
柄の楽しいもの着て、楽しい話をしされながらハンド
バッグを作ってました。ハンドバッグが売れると「お
金できたよ、呑もう」と楽しみます。飲み会になると
男性も来るんです。作業場には居ないんですがみんな
が集まり力を合わせていく。居場所があると地域の力

基調講演

公益財団法人　さわやか福祉財団
●講　師

会　長 堀田　力 氏

「社会的弱者を見守る地域の力」
●演　題
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を生み出すし助け合いの力も生まれるんだと思います。

絆の力、地域の力はどこから生まれて来るのか。
　２３年間、全国の仲間たちと助け合いを広める活動
をしています。繋がりの力や共感はどこから生まれる
のか。同時代に生き「お互いの生活を楽しいものにし
よう」と集まって、助け合い話ししたりすると楽しい
じゃないか。家に籠り、子どもに「勉強しろ」と言ったり、

「稼ぎが低い」ってぼやいたりする暮らしだと気持ちが
前を向かない。一緒に居て楽しい、一緒に作り売れた
ら大喜びする。被災者同士が繋がる力、それは楽しい
です。
 　何が楽しいのか。どうすれば楽しいのか。何が地域
の力を生み出すのか。みんなが集まる場が在り色んな
方が集まることができる。その場で助け合いが始まる
んです。何をすると楽しい、自分の力が認められると
楽しいんです。南三陸町のコサージュの製作販売作業
では「貴方はコサージュ上手ねー」「松ぼっくりが生き
ているよー」「あなたの飾り付けすごいじゃない」と褒
め合っていました。
 　競争社会の企業ですと、上司から「あんた遅いね」「下
手くそだね」「売れる物作らなきゃ、だめだー」と。「ダ
メダメ」の世界です。地域は競争の世界じゃない。良
いところを認め合い地域の力を引き出し、助け合って
暮らします。「この歳になって物を作り稼げるとは思わ
なかった」「人から認められるとは思わなかった」「上
手やねー」「すごくセンスがあるねー」そんなふうに言
われると、幾つになっても嬉しいんです。地域の人達
はお互いに褒めて力を認め合います。その方が生きて
て嬉しい。これが生き甲斐そのものなのです。ですか
ら作業場に来るのが楽しい。だから助け合いが広がっ
ていきます。

 　今度の新しいお金が出る仕組みですと、要支援と要
支援相当の方だけの助け合いです。高齢者が集まるた
めの場所なんで「子どもは来ちゃだめ」「障がい者は施
設に行ってください」そして、高齢者に自立してもら
うことが大切な場ですから「体操しましょう」と無理
矢理、手足を伸ばさせられて、１５分やると嫌になり
ます。次に、「心の交流が大事です。歌を唱いましょう」
と、チーチーパッパやらされるので「俺は幼稚園生で
はない」と爺ちゃんは怒って帰ります。高齢者自身も
面白くないので続きません。健康教室のような仕切り
だけの場所では、専門的知識のある方が「効果がある」

「このリハビリの方が体の健康にはいい」と上から目線
の発想でやるんです。「教えられて嬉しい」って言う人
もいますから、まるきり駄目とは言えないけど、やら
ないよりはいいけど長続きしないんです。
 　子どもが来てもいい。お年寄りが来てもいい。障が

い者が来てもいい。生活困窮者が来てもいい。誰が来
てもいい。「あの場に行ったら楽しい」自分がやりた
いことが認めてもらえ、しかも楽しい。こうするああ
するが決まってない場、福島の事例でもあります。接
待の仕事をしておられたお年を召した女性の方ですが、
家に居るよりはみんな集まる場所が楽しい。人が好き
で接待上手な方ですから、来る人に声を掛けられて嬉
しくなる。楽しくなる居場所は地域の力を生み出すた
めに必要なので広げていくことになります。

駄目な人
　男性でも奉られ慣れてる人は地域の中に入っても難
しい。士の付く職業や社長とか市長とか元公務員とか
も。大きな会社のお偉いさんは地域に帰っても友達が
いない。家事もしない。こういう人が仕事を辞めて地
域に帰っていっても仲間がいないんです。で、寂しい。
居場所だって初めは知らない人ばっかりです。女性の
方はどんな人とでも仲良くやる能力があるんですけど、
男性は「あいつ何者だ」とジローっと見られますと、
冷たい目線で見ているつもりではないんだけど、「うま
く受け入れられるだろうか？」と心配になります。彼
らは心が傷つくのは嫌なんですね。地域の人間関係で
は士も長も無いです。「誰々さん」です。地域力が生ま
れる居場所で一番ダメな人は、士と長が付いた人です。
私は理事長で会長で弁護士ですから、最悪なんです。

（笑）ですから努めて皆さんと仲良くするように笑顔を
作って頑張ってます。

 　奥さんが大事にし過ぎた一般の老人男性の場合も同
じです。「永い間頑張って来た人だから、ゆっくりして
てよ」って言われて、濡れ落ち葉のように畳にへばり
付いてテレビばっかり見ている男性ですね。家族が捨
てにくい粗大生ゴミ。一所懸命働いた末にこんなこと
言われて可哀相なんですけど。奥さんが２階で仕事し
てますと、１階で「おかあちゃーん」って呼ぶんで「な
んだろう？」と仕事を止め降りて行ったら、庭を指さ
して「洗濯物が落ちてる」と言う。降りて見ると「あ
んたの洗濯物ですよ。あんたは仕事をしてないで朝か
らずーっとテレビにへばりついて見ているだけ。下駄
履いて庭に降りて取って来ればいいのよ。仕事してい
る私を呼んで何で拾わすの！」その時に、大事に大事
にし過ぎて来たお父ちゃんへの積もり積もったモノが
切れちゃって、彼女は鬱になって入院しちゃいました。
残された夫は買い物もできない。食事も作れないので
電話で酒を注文し持ってこさせる。酒を飲むばかりの
生活になりました。空瓶が部屋を一周する頃に栄養失
調で倒れ入院です。途端に奥さんの鬱が治りました。

（笑）奥さんは夫を大事にし過ぎたら駄目になる例でし
た。
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　私の仲間も奥さんに追い出されました。布団はぎ取っ
て「早くどっかへ出て行けよ」と頑張って、グーッと
掃除機掛ける。それでも出て行かなきゃ～、お尻、突っ
つく。亭主はそれで元気になりましたね。あっちこっ
ち彷徨って我が財団に辿り着き、ボランティアをし始
めて元気になりました。奥さんが冷たく追い出してく
れれば、駄目な夫も地域に出て来て元気になるんです。

元庭師の自立
 　要介護４から自立した庭師さんは、体が不自由で車
椅子、自分で立てなかったんです。家では邪魔にされ
寂しいから地域に在る居場所に来てました。老夫婦が
運営している居場所で、塀代わりに高い木で囲まれて
いました。彼は、この木が手入れされずボウボウとなっ
てることが気になるんですね。そこで、鋏を持って車
椅子で移動し一所懸命剪定したんです。木の下は綺麗
になったんですけど上の方がボウボウで目立つんです
ね。「何とかしたい」って思っていたんでしょうね。あ
るとき、居場所に来ているおばあちゃん達が「あ～立っ
てる～ !」彼自身も立っていると気付いてなかった。み
んから「立ってる～」って言われて、気が付いてスト
～ンと腰を落としちゃいました。少し悪くなったんで
すけど。「庭木を綺麗にしたい」って立つようになって。
それでも「まだ上の方が綺麗にできてない」と。リハ
ビリ受けた訳でも無いし平場でも立てない人が梯子に
登って木の上を切るところまで行ったんです。みんな
と一緒に居たい居場所に来て「ああ綺麗になった、す
ごいよねー」っておばあちゃん達に言ってもらいたい
ばっかりに、一生懸命に庭木を切ってた。やがて梯子
にも上れるところまでいった。要介護から要支援、そ
して自立、これが本当の自立ですね、立ったんですから。
 　あちこち回ってますが、庭師さんの自立のような例
は無いんです。みんなの助け合いの中で、要介護の１，
２ぐらいから要支援になるのは山ほどあります。共通
している点は「自分が居て楽しい」「自分は世話される
立場ではあるけれども、何か役立ちたい」ってことな
んです。人のお世話したり、「すごいねー」って言われ
ながら元気になっていきます。

認知症の物理学者
 　奈良で暮らす元京大の物理学教授で認知症の方の話
です。子どもの顔は思い出したり出さなかったり、波
がある認知症が相当重い方です。でも、物理学の話を
しだしたら止まらない。我々には全然理解できないで
すけど、講義内容は正しいらしいんです。居場所に来
ている人は誰も理解できないんです。誰も理解できな
いんだけど家族に連れられて来た物理学の教授は「物
理学の何々を教えます」と始める。「迷惑じゃないか」
と思いますか？迷惑じゃないんです。物理学の元教授

の話を聞いているおばあちゃんが居るんです。おばあ
ちゃんも認知症ですね。物理学の教授が好きらしいん
ですね。教授は認知症ですが、物理学の話をすると眼
光鋭くきりっとした顔になり、とうとうと講義をしま
す。彼が本当にその授業が好きで熱心にやっておられ
るという気持ちは伝わってくる。おばちゃんは先生の
授業が始まると前に座って本当に嬉しそうです。ニコ
ニコしながら彼の顔をうっとりと見て頷いている。彼
も嬉しいですよね。とうとうと教えている。どっちが
先に疲れるかだけです。どっちかが疲れるとストップ
するんです。ストップして１時間ぐらい休むと、物理
学の先生もおばあちゃんも認知症ですから、さっき授
業が終わったことを忘れてます。また始まるんです。
喋っている中身は同じ事らしいんですけど、居場所の
風景はまるっきり同じです。こうして一日過ごします。
授業があり、お休みがあり、繰り返されます。喋って
いる教授も聴いているお婆ちゃんもこうして過ごしま
す。お二人はお家に帰られぐっすりお休みになる。
 　歩ける認知症の方を世話している人は夜中が不安な
んです。ですがお二人はゆっくりお休みになる。どっ
ちもハッピーになっているんです。これは決して特殊
な姿じゃない。精神系の障がい者の方も来て、とうと
うとお話になってる。それをちゃんと聞いている人も
いる。色んな助け合いがあって自分を活かしている。
そこが素晴らしい居場所の例です。認知症の方でも自
分の力が活かせる。場を仕切らないから、来る人が自
由にすることを認めてるから、そういう関係が自然に
できています。

力を引き出す居場所
 　お互いの力が活かせる関係が自然にできるには、要
介護や要支援のお年寄りばっかり集めているとうまく
いかない。続きません。子どもさんが居るといいんで
す。「学校で習ってた歌を俺に聴かせてよー」なんてお
爺ちゃんが語りかけると歌ってあげる。「凄いよねー」
とお爺ちゃんやお婆ちゃんが聞いている。お年寄り達
も「小学校のときの歌を歌ってあげよう」と歌い始め、
子どもたちに聞かせます。「あのお爺ちゃんがあんな歌
を歌ってる」なんてね。子どもは辛抱強く聞いていま
す。共にハッピーな気持ちになり元気になっていきま
す。色んな人が集まる、そこが元気の素なんですね。
　２０何年間、グループ・リビングとかグループ・ハ
ウスとか仕掛けています。が、仲間と共に暮らすとこ
ろまで行くのは日本の社会では難しいかも知れません。
広がってくれないんです。ですから昼間ディサービス
です。色々な年齢の方が一緒に過ごしましょうという
居場所は、着実に広がって来て続いています。
 　富山県の「この指とーまれ」の例を紹介します。惣
万（そうまん）さんという方が２０年前から頑張って
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やられています。「子どもも障がい者もみんないらっ
しゃい」という居場所の発祥の地です。高知県に飛び
火し、共生型の居場所が広がってきてます。大学の先
生が頑張って広めて、県がバックアップしてます。
 　新潟県にはうちの実家が在ります。河田桂子さんが
２０年以上頑張ってます。河田さんの手法を県が採り
入れて新潟市では６００ぐらい在ります。「居場所を
２千にする」と広めてます。
 　２０年も続いている居場所で共通していることは、
人間の暮らしとしては普通の姿です。子どもも年寄り
も認知症の方も障がい者も全部一緒に暮らしている。
色々違う人が暮らしているから、話をしても一生懸命
聞くお婆ちゃんが出て来たりして楽しいんです。認知
症と子どもは合うんです。認知症になっても子どもと
一緒に将棋したり碁を教えたりしてます。認知症のお
爺ちゃんと学童保育に来ている小学３年生が将棋しな
がら大きな声で喧嘩してるんです。「お爺ちゃんずるし
たー」「してなーい」って。喧嘩しても傷つけるところ
まで行くなら止めなきゃならないけど、放っとくのが
コツです。怒鳴り合いぐらい放っておけばいいんです。
子どもは「飛車が斜めに飛んで王様取った！」って大
騒ぎだったらしいんです。怒りますよね、「ずるー」だっ
て。認知症のお爺さんは「ずるしてないー」って絶対
聞きません。最後は「お爺ちゃんの飛車は斜めに動く
んだからね」と子どもの方が折れたそうです。小学校
の子どもがちゃんとお爺ちゃんの面倒をみる。お爺ちゃ
ん認知症だから、遊んであげなきゃいけない。この子
は学校や学童保育では指導者の言うことを聞かない困
り者なんです。ところが、居場所に来ると大人になって、
お爺ちゃんの面倒見てやる立場に立つようになるんで
す。このような居場所を沢山作っていくということが、
地域の力を引き出す基礎になるんです。

仕組みが変わる
　一昨年から動きが始まって、社会福祉の仕組みもガ
ラッと変わり、２年後にだいたい完成します。高齢者
の比較的軽い要支援者や要介護者を介護保険制度から
外します。切り捨てじゃありませんが、市町村の責任
で地域の助け合いに仕組みが切りかわります。「地域の
力を活かした助け合いは当てにならないし、切り捨て
じゃないか」との意見もありますが地域の助け合いで
やります。切り捨てじゃないんだけど、少しでも安く
上がるようにしようというのが今度の制度改革の一つ
の目的です。高齢者がどんどん増えているので保険料
が上がるのは覚悟しなきゃいけないが、上がる率を低
く抑えて負担を少しでも軽くしようと。納める立場か
らすれば大事なことです。
 　介護保険が始まったときは３千円でしたが、今は
５千円までいってます。税金をこんなに上げていった

ら、政府の１０個ぐらいひっくり返りますが、もう限
界です。このままでは１万円までいきます。介護保険
料ではもう限界です。リハビリの専門的な点は指導し
てもらわなければいけないけど食事や掃除、買い物な
どは地域の助け合いでやる。やる方は元気になるし、
やってもらう方も楽しいし、質が高く安く済む。介護
保険料では食事作ったら直ぐ次の介護へ行かなければ
いけない。「寂しいから一緒に食事しよう。残ってよー」

「一緒にお茶していってよー」とヘルパーさんが言われ
たら残りますか？残ったら叱られますので心を鬼にし
て、仕事はキチンと仕切られた中でプロとしてしっか
りやる。
 　気持ちでやっている地域の助け合いは残り放題で
す。対価を得ている訳じゃない。「寂しいからもうちょっ
と居て」と要求があれば喜んで一緒にお茶して昔話を
する。歌の好きな人は一緒に歌を唄ったりする。元気
になってくれたら「やったー！」という感じですから。
地域の人が力を発揮して人の幸せ作り出すと、本人も
幸せで家庭にもその幸せは伝播します。助け合いもポ
イント制なんかで仕切られたらこれは本物じゃないで
す。本物は仕切らない、本人のできる事はやらない。
人間は幾つになっても自分ができる範囲が増えること
で喜びます。これが人間の本物の喜びなんですね。ゲ
ラゲラ楽しいことも大事な力にはなるけれども、自分
が頑張ってできることが増える、これは幾つになって
も嬉しいです。そして元気になってもらう。自立して
もらう。できる範囲が増える。自立の度合いが増える。
これが介護保険の目的そのものです。
 　介護サービスでは時間に制限があります。「桜咲いて
いるから、あそこまで行こう」なんて遠い所に行った
ら時間がオーバーしてできませんが、地域の助け合い
だったら時間制限は無しです。「お花見にいこうよ」と
誘うことができます。「自分は一生桜を見ることができ
ない」と思っている人が、思いもかけず桜を見ること
ができる。「冷たい風のある時期に咲く桜ってこんなに
頑張って咲くんだ」と。「桜も一生懸命生きてて素晴ら
しい」と。「よーし、私ももう一年頑張って生きて、来
年の桜も見に来よう」と。自然にそういう気持ちになる。
桜を見に誘った効果です。生きる意欲を湧き起こす助
け合い活動の持っている大きな力です。助け合いの仕
組みでやれるところはしっかりやっていきましょうと。
新しい仕組みです。　

地域の力を活かす居場所づくり
　助け合いというのは行政から見ると大きな欠点があ
る。当てにならない。お金でやる事業者はいるけど、
助け合いの個々の活動は心意気でやる活動。「やりま
しょー」って行政が言ったってやりません。お臍の曲
がった人も結構いたりして、行政側から「やれ」と言
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われたら「俺、絶対やらない」と逆効果だったりします。
行政側から見ると助け合いに任せるっていうのは危険
なことなんです。そっちの分野は民生委員とかボラン
ティアにお願いしてましたが、これからは要支援者の
分はお願いしますと。理由は明白で「お金を少しでも
節約しなければいけない」との基本的な動機です。
 　助け合いやっている我々も、相談された訳でも頼ま
れた訳でもない。勝手に行政は制度をお作りになった。
しかし、そっぽを向かずに「この機会にやりましょうよ」
とやる気になってくれてる人は沢山います。中には従
来通り儲けの仕組み「Ａ型で行く」って、事業者とし
てやる方もおられます。でも、地域の助け合い活動を
この機会にしっかり広めていきたい。行政も助け合い
を給付の世界で活かす初めてのことなんです。
 　「助け合いの仕組みを地域で作れ」と言ってもできな
いので、地域を励ましながら作り出していく。自治会
の活動をもっといろいろ広げていただく。例えば、移
送サービスのＮＰＯを作って、これを自治会の活動と
上手く組み合わせ地域の力を引き出す人を、活動費を
払って作りましょうと。生活支援コーディネーターを
市に一人、中学校校区に一人ずつ配置し、市のレベル
で８００万、中学校レベルで４００万円の活動費を出
して、地域の助け合い活動が出来る人を沢山作れれば
トータルでは安く済む。我々の介護保険の負担もその
分軽く済むので、投資をして助け合い活動を作り出し
ましょうと。生活支援コーディネーターの下に協議体
を作って地域で助け合う仕組みを広めていきましょう
と。
 　このような活動は、人数制限もなきゃ資格制限も無
いんです。そういう方々が協議体に入って、コーディ
ネーターを助けてネットワークを作りながら地域の力
を引き出していく。ちょっとした困ったこと、買い物
や病院の付き添いなんかはご近所でやってあげましょ
うと。でも「毎日、食事を作ってあげましょう」は地
域の助け合いではできないので、配食サービスのＮＰ
Ｏで配ってあげましょうと。深いサービスはＮＰＯが
やり、日常のちょっとした助け合いは地域の助け合い
でやる。みんなが自分の力を活かし楽しく良い日々を
送る社会にしたい。福島市でもそういう活動を始めて
います。今日パネラーに登場される方もそういうリー
ダーです。みんなから信頼される NPO, 協議会、リーダー
を作りましょう。今がチャンスです。
 　地域によっては「そんな面倒なのはもう全部社協に
頼みましょう」とか、「地域包括に任せておけばいい」
すると社協は「OB のあのおじさん頼みましょ」と OB
をコーディネーターにします。OB は行政には顔が利く
かもしれない。OB が全部駄目だとは言わないが、食事
作ったこともなきゃー奥さんの手伝いしたこともない。
OB が生活支援コーディネーターになったって上手く行

くはずがない。「あの人なら」っていう人を選ぶことが
今は大事です。そういう段階です。助け合いの場を作っ
ていくとき縦割りにしない。子どももお年寄りも誰で
も困っている人が集まりサービスする有償ボランティ
ア団体を作る。困っている人なら誰でも来れる仕組み
にする。
 　そう厚生労働省に申し上げ、はっきり書いてもらっ
た。助け合いで作る居場所、「通いの場所」とガイドラ
インに書いてあるんです。虫眼鏡で見ないとなかなか
読めないところが残念なんですけど、ガイドラインの
表の注に書いてもらいました。縦割りなしでやること
になってます。子育ても地域でやりましょうと。幼稚
園と保育園と合体させる「こども園」にしようと、２
年前から２年後までの間に転換の最中です。大きな柱
は地域に子育て拠点を設け、子育てコーディネーター
というのを置きます。子育てコーディネーターと生活
支援コーディネーターは同じ地域に置きます。同じ地
域ですから子育ての助けも困っている老人の助けも
コーディネーターが協力する仕組みにする。
 　新しい生活困窮者支援事業は、生活保護になる前の
段階の方々を地域に引っ張り出し、能力を活かして元
気になっていってもらおうと。ニートや引き籠もりの
青年・中年が多いので、親が死んじゃうと生活保護に
一直線です。そうならないように地域で生活できる力
を付けてもらう。これが生活困窮者支援事業です。仕
事に就けず困って心傷ついている人を癒やすのは、行
政や事業者が協力しただけではやれない。その人達の
心を癒やすのは暖かい地域の心なんです。ですから地
域が協力しないと生活困窮者支援事業も成功しません。
高齢者の分野で地域の助け合いの仕組みを作るのです
から協力し一緒にやればいい。子育ても、障がい者も
一緒に、それが共に生きるということです。
 　今度の改革は全て地域の力を当てにしています。地
域の助け合いの仕組みを作って、子育ても老人介護も、
生活困窮者支援も一緒にできる地域の居場所、そこに
全部入れると安心できる地域ができ上がります。地域
の居場所は、退職した人が色んな自分の力を活かせる
んです。楽しい人生になります。素晴らしい福島市、
福島県になります。一緒にやっていきたいと願ってお
ります。ご静聴どうもありがとうございました。
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パネルディスカッション

パネルディスカッション
白川：パネルディスカッションに入ってまいりたいと
思います。まず３０分ぐらい時間をいただきまして「地
域善隣、これなーに」を私の方から説明します。その
後パネリストの方々にそれぞれの取り組みや地域で共
に暮らしていることについて発表をいただきます。

地域善隣とは
　まず、社会保障の仕組みの中で「地域で住む、暮ら
すことにどういう課題があるのか」をざっとまず見て
いきたいと思います。
 一つ目が高齢者の関係。地域包括ケア。医療とか介護
とか福祉とか色んな行政サービスがありますが「身近
な地域でトータルに提供できるようにしましょう」と
いうのが基本的なコンセプトになってます。きちんと
暮らせるような生活支援や福祉サービスサポートがな
いと、医療とか介護とか保険・予防といった葉っぱが
生えて来ない。もっと言うと「住まいと住まい方」です。

住む場所が無いとホームヘルパーさん呼ぶわけにもい
かないんです。地域の方も積極的に支え合いに参加し
ていく生活支援は行政や専門の事業所の方だけの活動
で対応できない。「どうやって暮らしていこう」は住宅
政策とか福祉の問題だけでは片付かない難しい問題が
ある。

 　全国的に空き家が増えています。「空き家が余ってい
るんだったら簡単に借りられるんじゃない」と思うか
も知れません。高齢者の場合、管理会社とかサブリー
ス会社とか仲介事業者、不動産を扱っている専門の会
社の場合、４割程が高齢者をお断りする場合がある。
個人賃貸においても１割以上で「高齢者の方はご遠慮
頂きたい」と。理由は、死亡事故が怖いんですね。死
亡事故が起きると改修もしなければいけない。悪い噂
が、尾ひれが付いてしまうかも知れない。入居してく
れる人が居なくなって経営が成り立たないと困るから

「空き家のままの方がまだいいかなー」と。死亡事故の
不安を取り除かないと高齢者が住む場所を見つけ難い
訳ですね。
 　障がい者の方は施設で暮らしている方も多いけれど
も、「できるだけ地域で暮らせる人は暮らしていきま
しょう」と自治体でも具体的に数字を挙げて、「何人の
人が地域で暮らせるようにしましょう」と目標を立て
ます。問題になってくるのが施設コンフリクト。障害
の方が住む住宅とかを造ろうというときに、地域の方
に大反対されて上手く行かない。凄く厳しい条件付け
られちゃう場合があるわけです。多くは障害の方への
無理解とか誤解とか偏見。直接接したことが無いから

パネルディスカッション

●コーディネーター
白川　泰之  氏

「ふくしまの“ともに住まう”を支える地域善隣」●演　題

一般財団法人　医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構　研究主幹

●パネリスト

長島　忠美  氏衆議院議員　復興副大臣

福岡県大牟田市
地域包括支援センター 管理者 猿渡　進平  氏

星野　珙二  氏
認定特定非営利活動法人
ふくしま NPO ネットワークセンター
理事長

須田　弘子  氏
特定非営利活動法人
まごころサービス福島センター
代表理事
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どういう人達か分からない。「何か分からないから恐い
なー」と思っちゃう。あるいは「もっと早く説明して
欲しかった」とか手続き面でもめる場合もある。「用地
はあります。建物は建てらます」ということを、地域
の方とキチンと協力関係を作れないと住む場所は造れ
ない。

 　一人親家庭の居住の状況を見てみましょう。持ち家
は、母子世帯は父子世帯と比べると４分の１ぐらいで
少なく、公営住宅に住んでいたり借家が多いんです。
人によって違うんですが、平均でみると母子世帯より
も父子世帯の方が所得が多いと言われています。高齢
者の場合、８割以上が持ち家というデータがあります。
でも、住む場所があったらそれでいいのか。生々しい
写真をお見せします。人が寝ているように見えますけ
ど、実は孤独死されている。数ヶ月分からないと体液
が身体の下の方に溜まって、こういうふうになっちゃ
う。これは酷いです。「家があるからいい」っていう問
題じゃない。次、障害の方です。誰ともお話しないで
一日中ぽつんと暮らして居るっていいんですか。次は
ゴミ屋敷問題。これどうやってヘルパーさんが行くん
ですか。
 　「地域で暮らす」を考えた場合、色んな事情抱えた色
んな人がいます。住宅が必要です。暮らしが成り立た
ないといけません。生活の基盤があって初めてお医者
さんが来てくれたり、職探しができたりとか。ヘルパー
さんに来てもらったりとか被災者の方も安心して地域
に戻れるとかになるんですね。住宅居住の問題は社会
保障からみると極めて重要な前提条件なんだというこ
とがお分かりいただけると思います。

　地域善隣事業の話に入ります。研究事業で３年間ずっ
と調査研究してきまして公表したものです。簡単に言
いますと、日本には昔から地域で助け合う文化という
のがあったはずで、この時代にもう一回見直して作り
直してみませんかという話です。善隣という言葉を使っ
てます。善き隣人の関係が善き地域を作っていく、狙
いは２つ書いてます。行政からのお金だけに頼らない
民間主導です。制度でやると四角四面にやられてしま
う。融通無碍にできることあるんじゃないか、行政に
はできない役割ってあり、地域の支え合いの価値もき
ちんととらえましょうという発想です。
 　地域善隣事業、ポイントは二つだけです。大家さん
とも連携しながら住宅をきちんと確保しましょう。ソ
フトウェアとして住まい方、暮らしですね。暮らしが
きちんといくように、サポートが必要な人にはサポー
トしていこうじゃないですか。そのときに地域との助
け合いを考えていきましょうという発想です。地域居
住ってなんだろう。簡単です、住宅と暮らし。どっち

かが無くっても成り立たない。

 　地域善隣事業は基準みたいな粗いものは作っている
んですが、細かく色んな条件を決めたりしてません。

「東京都と福島で同じことやれ」と言ってもできないで
すよね。条件をきちんと守って具体的にどうやるかは
皆さん一緒に考えましょうと。地域には色んな条件が
あります。人口規模も違います。高齢化率も違います。
財政状況も違います。地域で頑張っている人達の状況
も違います。地域ごとに違う条件があるなかで地域の
住民の人、大家さん達、病院も行政も介護事業所もボ
ランティアなどの担い手の人も、一緒になって合意形
成をします。その結果として善隣事業をやりましょう
という設計図ができ上がって来るんです。国から押し
つけられて同じ事をやらされるものではない。今まで
の事業と何が違うか。入居者自身が主体的に生活して
欲しい。施設とか住宅の中だけで暮らしていくんじゃ
なくって地域との関わりも持って継続的なお付き合い
ができるようにしましょうということです。
 　どういう仕組みの中でやっていこうかっていうこ
となんですが、小学校区でも中学校区でもいいんで
す。市内の小さい地域で具体的に家を見つけてあげた
り、困り事をサポートするような事業をする人達がい
る。病院へは通ってもいい、訪問でもいいと思います。
あくまでも施設ではなくって住宅というかたちで色々
支援を入れて、色んな人を入れていきましょうという
発想なんです。でも、地域の人達だけが頑張ればいい
のかって言うとそうじゃなくて、福祉の団体とか自治
会さんとか、不動産関係の方、行政の方も必要です。
一緒にチームを作ってこの人達をバックアップしよう
じゃないかという考え方なんです。
　空き家を使おうと言いました。アパートが空いてい
る場合もあれば一戸建てが空いている場合もある。家
の他に共用スペースが欲しいですね。ぽつーんと暮ら
すんじゃなくって、ご飯一緒に食べたりとかちょっと
お話したりとか、交流できる場が欲しい。あるいは地
域の外に出て行く場所。入居者だけじゃなくって地域
の住民の方もどうぞ来てください。お年寄りだけじゃ
なくって子どもたちも来てくださいって。地域の人達
と交流して楽しく暮らせるような仕組みも必要ですね。

 　生活の方の支援ですが、入居者は色んな事情を抱え
ているので大家さんは「何か問題起こされると困るん
だよねー」と言う。地域で暮らし続けられる基盤、即ち、
住まいと暮らしを提供するため我々がサポートする仕
組みを作りますから、安心して貸してくださいという
条件を提示しようと。施設でもない在宅でもない新し
い住まい方の選択を提示できればと考えています。
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 　助け合いは３つぐらいある。一つは生活の互助。ア
パートで暮らしていると色んなトラブルが起きてしま
うかもしれない。どういうルールで暮らしていこうか
ですね。約束事を自分たちで決めたり、「ここは俺が
やるよ」というお互い役割を持ったりしながら生活を
しましょうと。一緒にご飯食べたり仲間いるといいで
すね。さらに広がって地域との関係で行事に参加した
り、そういうことができてくると関係も広がっていく
んじゃないかと。
 　ここまで聞くと「夢みたいな話で結構なことですね」
と感想を持たれるかも知れませんが夢で終わってない
という話を今からします。

 　厚生労働省のモデル事業ですが、予算を付けて「やっ
てみたい人には応援しますよ」と。来年度もだいたい
同じぐらいの額で続けるって言ってます。内容は地域
善隣事業とまったく同じです。８つの自治体が既に取
り組み始めています。北は北海道から南は大分県です
ね。東北は岩手県。地方都市もあれば橫浜とか川崎み
たいな大都市でも「高齢者の問題どうするんだー」っ
ていうのを考えてる。

 　モデル事業を実際にやっている大分県の豊後大野市
の事例です。どういうことをやったか。養護老人ホー
ムが地域の空き屋２つ見つけて来て、事情を抱える高
齢者の人に住んでもらってます。自分で全部できるわ
けじゃないので養護老人ホームのスタッフさんが、お
食事を作るお手伝いしたりとか身の回りの事のお手伝
いをちょこちょこ行ったりしてます。この人達に何が
起きているか面白いのです。このお爺ちゃん、身体は
割と元気なんですね。お金の管理をやってあげなきゃ
いけない人なんですが元気でお世話好き。こっちのＸ
お爺ちゃん、ちょっと身体が弱ってます。目の手術し
た後で数時間おきに目薬を差さなければいけないんだ
けど身体に麻痺があるんで手が震えて目薬差せない。
少し離れてますが、地域の中に２軒在るんです。元気
なお爺ちゃんは「Ｘさんがちょっと困っている」とい
うのを聞いて、「それだったら俺が目薬差しに行ってや
るよ」と。「夜も一人じゃ寂しかろうから、Ｘさんが寝
る前の目薬を俺が差して泊まってやるよ」と。助け合
いが生まれてくるんですね。お互いが困っている人同
士なんだけども、この人達同士の間でも助け合いが生
まれてくる。

 　もう一つ地域との関係で紹介します。近くに神社が
ありお祭りに行ったらしいですね。最初は嫌がってい
たんですけど、施設の方が「ちょっとお酒出るみたい
だから呑んで帰れたらいい」なんて言って連れて行っ
た。昔仕事で一緒だった人がたまたま居たんですね。「お

前白髪になったから分からなかったよ」「お前こそ禿げ
て分かんなかったよ」と。それをきっかけにして地域
に溶け込んで自治会の旅行にも行く予定なんだそうで
す。地域の人との関係作りもできた。こっちのお爺ちゃ
ん身体弱いんで自分が出かけるのはしんどいんですが、
リビングが広いので地域の高齢者の方が週一回集まり
を持つようになり、地域の人が遊びに来るようになっ
た。お爺ちゃんぽつんと一人の生活じゃなくって仲間
ができてくる。面白い仕組みが回り始めてます。
 　この二人、老人ホームで一時お預かりしていたこと
があったみたいなんですが、施設長さんの話が印象的
でした。施設では職員がいっぱいお世話してた。「あれ
もできないんだな、これもできないんだな」と思って
いたんだけど、施設を離れ家に住んでみると、掃除も
自分でやるようになったし、食事の後片付けも自分で
やるようになった。こんなにできるんだということが
分かった。色々やってあげることだけが生活支援みた
いに思われるかも知れませんが、施設長さんの感想は

「生きる力を引き出すような支援をしていかなきゃだめ
だよね」と仰ってます。面白いお話です。
 　西日本新聞で紹介されています。「施設に入ると何で
もやってもらえるために自分でできなくなる状態が果
たして幸せか。ほんの少しの支援で自宅や地域での暮
らしを続けられる人は多い。在宅か施設かの二者択一
じゃない中間的なサービスが必要ですね」って、こう
いうことです。

 　地域善隣事業というのは法律がないんです。我々が
勝手に提唱してるだけです。「どういうやり方しようか」
というのは自由です。介護事業所が自主的にやってい
るケースもあります。社会福祉法人さんが社会貢献だ
と言ってる場合もあります。ボランティア主体で動き
始めているところもあります。介護保険の地域支援事
業を善隣事業と結びつけられないかというのを考えて
るところも出てきてます。

 　福岡市なんですが。不動産会社に社協から「困って
いる人が居るんで、住宅に入れてもらえませんか」と
相談があり、話し合い協力してもらえるようになった。
家賃が滞納されると困るので、保険料を取ったりする
訳ですね。保険会社に頼むと掛け金は払いっぱなしで
終わりになるんだけど、この会社で「持っている物件
全部を自分のところで保証するようにしたらどうです
か」となった。借りる方は殆どがキチンと家賃払って
くれる人達なんです。事故が起きる確率が低い。事故
が起きなかったらお金は貯まっていくわけですね。そ
して、「社会貢献という意味でこの収入の一部を寄付し
てください」となる。これは作成途中なのでこの通り
回るかどうかは注目なんですが、面白い事考えている
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ところもあります。

 　福祉の話は厚生労働省、そっちの予算の話ばっかり
目が行くかも知れませんが、政府全体で「地方創生」っ
ていうのをキーワードにしてます。多世代多機能型福
祉とか言って補助金出ますので、年齢や障害の有無に
関わらず一ヶ所に集まって交流できる居場所づくりを
しましょうと。色んな地域の活動とか共助の基盤作り
を推進するお金を出します。国土交通省には「住宅に
困っている人を入れます」と言えば「改修費出してあ
げましょう」という制度がある。内閣府とか直接関係
無いように見えながら「共助社会作りの人材育成」と
いうので予算を取ってたりしてます。ひょっとしたら
引っ張れるものがあるかも知れないので介護福祉とか
だけじゃなくって、他所の役所の補助金も見て欲しい
んですね。

 　誰が言い始めたのかは知りませんが、ヨーロッパで
よく言われる言葉です。「福祉は住宅に始まり住宅に終
わる」日本ですと福祉と住宅って別って感じがするん
ですけど、世界的にはそれが異常なんですね。つまり
住む場所が在って、そこでの暮らしを何とかしないと
いけない。福祉は住宅に始まり住宅に終わる。これか
らは住宅という部分と福祉・暮らしっていうのを結び
つけていかなきゃいけない。これが今後の地域善隣事
業の向かうべき道ではないかと思います。これで私か
らの話を終わりにしたいと思います。

 
 白川：ここからは、本日お集まり頂いております４人
のパネリストの皆様方からショートレクチャーをお願
いします。長島復興副大臣から山古志村について、「少
し煩わしいぐらいの地域の結びつきも大事だな」と何
かのインタビューで仰ってた記事を目にしたことがあ
るんです。福島は被災地でもありますので、被災地域
の支え合いで何かヒントになるような事があればと思
います。

 長島：みなさんこんにちは。旧山古志村で村長やって
ました長島でございます。立って話をするのが癖になっ
ているので立って話をさせて頂きたいと思います。
 　堀田先生とすれ違いざまに、「男衆が対立してたっ
て話をしておいた」と聞いたばっかりです。その辺か
ら話をしようかなーと思ってます。私も被災者でした。
自然災害は誰のせいでもないんですが哀しいことに大
きな傷跡が残って、しかも災害は平等ではないんです。
重い人も軽い人もいるし、重い地域に軽い地域もある。
放って置くと必ずそこで衝突が起こります。どうやっ
たら思いを共有することができるのかが一番最初の課
題でした。その頃、堀田先生がお見えになったんだと
思うんです。
 　まず私がしたのは被災地を全村民に見てもらい災害
を共有してもらうこと。次に避難所を集落ごとに引越
をしてもらうこと。集落というコミュニティの力をま
ず取り戻してもらうこと。そして災害からどう立ち上
がっていくかということを共有してもらうこと。その
時に私が言ったのは「みんなで帰ろう山古志へ」とい
う言葉でした。たぶんその目標を共有できた時に、男
衆は諍いから力を合わせていくところに辿り着いてい
たんだなと思ってます。
 　被災地の話を続けます。色んな意味で支援と、そし
て共助と話をされてます。私も災害を受けて体育館に
全村避難させた時に色んな方から支援してもらった。
ボランティアの皆さん、色んな役所の方々から来ても
らった。ありがたいし何もできなかったから甘えるこ
とにしたけれども、でも、村民にたった一つだけ私の
口から伝えた事があります。「自分のできる事まで甘え
ないでおこう」と。「自分達ができることは自分達でや
ろう」と。食事の配膳、後片付け、トイレの掃除、そ
んなところは自分達でやろうと。そこまで甘えてしまっ
たら自立をする時は遠くなる。そんな話をさせていた
だきました。
 　被災し、長岡に避難をしているとき、午前３時か３
時半頃、避難所を回るのが一番最後の仕事でした。目
的は幾つかあったんです。自分のできることまで甘え
てしまってないか。ゴミが乱雑に放置してあったり、
借りてきた自転車が乱暴に放置してあったり、そんな
状態があったら少しモラルハザードを起こしている可
能性がある。
 　もう一つ、夜中に玄関当たりで眠れないでぽつんと
起きているお爺ちゃんやお婆ちゃん、これは少し深刻
な状況だ。直ぐに手を打たなければいけないというこ
と。そんなことを見ながら。
 　もう一つはノート、必ず翌朝まで返事を書いておく
という約束のノートを取りに行くのが３つ目の目標。
その事から色んなことを私は教わることになりました。
被災者に「頑張れ」と言ったつもりは無いんだけれども、
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いつのまにか被災者は私から「頑張れ」と言われてい
る気になってた。３週間ぐらい経ったときノートの一
冊にこう書いてありました。「何の目標も示さないで何
を頑張ればいいんだ、馬鹿村長」と。「できるだけ早く
元の場所で」とは言ったけれど目標を示すことができ
なかった。翌日、避難所を回って、山古志村はいつど
んなかたちでみんなが帰れるか早急に復興計画をとり
まとめる。だから仮設で少しゆっくりして欲しいとお
願いをした。
 　議論で一番抵抗というか反論を受けたのは、いつ帰
るかということです。視察に来た人はほとんど５年７
年１０年。高齢者が多い村は５年でも間に合わない。
３年でも間に合わない。２年で帰りたい、２年を帰村
の目標にしたい。県にも国にもかけずり回って、なん
とかなりそうだ。２年を帰村の目標にしようとした。
そしたら思わぬところ、私どもの議会から「できない
約束をして誰が責任をとる」と言われた。私はその時
にこう言いました「高齢者の多い村にとって避難生活
の限界は２年。２年という目標を掲げないかぎり、限
りなく２年に近づくことは絶対にあり得ない。だから
２年なんだ」と。２年という目標を掲げさせていただ
きました。でも結果３年２ヶ月。私は最後の一人とし
て仮設住宅を出ました。あの時、２年という目標を共
有して、助けに来てくれた人も支援に来てくれた人も、
そして被災者である村民、共にお互いが力を携えてく
れたことが一番大きな力だったと、今、思っています。
 　復興庁で副大臣として仕事をさせていただいており
ます。岩手のある避難所へ行ったら、１０㎝ほど仮設
住宅に雪が積もってました。集会場に集まってもらっ
て懇談をしたときに「まず第一に雪をどかしてくれ。
滑って歩けない」そういう要望をいただきました。私
は一呼吸置いて「誰か、この仮設住宅で雪かきをやっ
ていただけるような人は居ませんか」とお尋ねました。
そしたら「忙しくって雪かきはできない。役所でやっ
てください」そういう答えでした。私は申し訳ないけ
れど少し深刻だと思った。復興庁のやることは簡単。
県でやることは簡単。市でやることは簡単。でもその
まま置いておいたら皆さんが目指してるような、支え
合う共助の精神でコミュニティは維持できない。
 　春、復興庁の職員に「ジャガイモ畑を作れ」と言
いました。近所からジャガイモの畑を借りて、ジャガ
イモを植えて、畑で何かできる人。仮設住宅の中から
参加してもらって一緒に畑を作ってもらう。そして収
穫をして料理のできる人に参加をしてもらって。食べ
るだけでもいいから参加をできる人は出かけて来ても
らって。それぞれできることとできないこと、役割を
担いながら「肉じゃがを作る」という一つの思いを仮
設住宅で共有しながら手助けをしていく。できない人
はできないなりに、「おいしい」「ありがとう」と感謝

の言葉を作ってくれた人に伝える。作った人は額に汗
してみんなと一緒に働くことに大きな喜びを感じても
らう。ここが多分第一歩。簡単な雪かき、ゴミの後片
付け、そしてお爺ちゃんお婆ちゃんが上れない坂道の
手助け、まずそこに共に暮らす人達が支え合う環境が
少し前を向いたかなーと。そんな思いで今も被災地を
回ってます。被災地を支援してくれるＮＰＯの皆さん
にも、支援の皆さんにも、行政の皆さんにも、ものす
ごく感謝をしています。でも私は自分の時、社会福祉
協議会の職員にこう言いました。「行きすぎたサービス
を構築してしまうと自立心が失われてしまう。どうし
ても手助けの必要な人に手厚くするのはいい。自分で
できる人は自分でやってもらおうじゃないか。そして
手を貸してもらおうではないか」と。被災地でも平常
時の社会でも必要だと思っている。そんな思いを持っ
て被災地で打ち合わせをしております。

 白川：ありがとうございました。続きまして、星野様
よろしくお願いいたしします　

 
 星野：団体の自己紹介から始めさしていただきたいと
思います。私どもの団体はＮＰＯの分野で言うと中間
支援組織です。行政とＮＰＯの間に入るとか、ＮＰＯ
とＮＰＯを繋いでいく役割とか、ＮＰＯのマネージメ
ントを強化するための基盤作りであったり、人材の育
成をする団体でございます。現場に携わるＮＰＯの後
方支援をするＮＰＯ団体と言えるかと思います。地域
善隣あるいは共助ということについて、考えているこ
とを述べさせていただければと思っております。
 　福島県のＮＰＯの状況を簡単にお伝えします。大震
災が起こりました直後から浜通りを中心にＮＰＯが立
ち上がってまいりました。NPO の認証状況ですが、震
災前と震災後の３年ぐらい経ってからの比率をとりま
すと、私の計算によると全国一の伸びを示している。
いかに震災の爪痕が大きかったかということを物語っ
ているんではないかと思います。
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 　レベッカ・ソルニットさんという災害時の人間の行
動を研究している方がおられます。ハリケーン、大洪水、
津波あるいはガス爆発やテロの大きな事件とか、大き
な震災がある所には必ず出かけて行って「なぜ住民は
ユートピアを立ち上げるか」を研究している。震災の
場所でユートピアというとちょっと奇異な感じがする
んですけど、大震災のときには民衆あるいは市民は手
を携えて復興支援のネットワークを作って活動を展開
するという、そういう意味でのユートピア。普段考え
られないような共助の精神が出ていて、助け合い活動
を行う。まさにユートピアが立ち上がるという。そう
いうことを研究している学者がいます。
 　その言葉に倣って福島県の NPO の認証数を考えて
みますと、伸び率が高いということは福島県の被害が
地震、津波に加え深刻な原子力発電所事故の問題があっ
たため、対抗して立ち上がった NPO 団体も多いと推
察されるわけです。なかには壊滅的な状態に陥って、
NPO 活動できないで解散した数もかなりあるんです。
一方で立ち上げた団体も相当ある。そういう流れを辿っ
ております。
 　NPO さんの後方支援や基盤強化ということで、県内
各地でＮＰＯのマネージメント講座、あるいは人材育
成を側面から支援していますので、色んなＮＰＯ団体
との付き合いが多いわけです。広く浅くという感じが
ありまして震災後「ちょっと付き合い方が甘かったん
じゃないか。薄すぎたんじゃないか」と反省がないわ
けではございません。特に今日話題にしている福祉関
係の共助や互助の取り組みということについては、個
別のＮＰＯ団体は支援できるんですけれども、ＮＰＯ
団体同士が専門性を持って、手を携えて取り組む福祉
の現場にまでは手を差し伸べられていない。周辺の環
境整備でありますとか、そういうところに力を発揮す
ることはできるんですが、私が現場に立ち入って支援
をするというような訳にはいかない。
 　介護保険法の改正というのは大きな流れを作りだ
しておりまして、総合的な支援サービスが求められる
ということであります。ＮＰＯの各支部、色んな団体
が連携して事に当たらないと力が発揮できないのでは
ないかと思います。福祉系の団体の中で、お互いに交
流ネットワークを組みながら相互支援の事業に立ち向
かっていくことが必要ではないかと考えています。今
悩んでいますのは中間支援組織で広く浅い後方支援だ
けでいいのかと。もう少し介護福祉系の専門性をもっ
た中間支援組織というものが作られるべきなのか、以
上が私どもの活動と悩んでいる中身です。
 　福島県は非常に広い。限界集落を迎えている地域
なども出て来てるわけですね。我々のような中間支援
組織というのはどちらかというと中間都市に張り付い
て活動を展開してるんです。これから中山間地につい

て、どのような支え合いができるかどうか非常に厳し
くなってくる。そういう時に広域的な支援とか体制が
組めるのかどうかです。ＮＰＯの広域連携によって地
域を支えることができるかどうか。一方で各自治体の
枠もあるわけで、サービスする側の論理とサービスさ
れる側のエリアの仕組みがずれてしまう。こういう問
題があるんではないかと思います。そこをどう解決し
ていくのかも課題になるんではないでしょうか。以上
でございます。

 白川：星野さんありがとうございました。続きまして
須田様よろしくお願いいたします

 
須田：須田でございます。私たちの団体の紹介と事業
の内容、歩んで来て思うスタンスなど。こんなふうに
なっていきたいなという事例もお話させていただきた
いと思います。
 　市民参画による在宅福祉サービスで、みんなが安心
して暮らせる地域へという思いを立てたのは平成３年
でございました。婦人会をみんなでやっていた時でし
たが、上の方から押し付けられ、義務感で施設を訪問
したときの帰り際にです。「家に帰りたい」とか「孫に
会いたい」「子どもに会いたい」と泣いているお年寄り
の姿を見て、私はこれまで優越感に浸ってボランティ
ア活動をしていたことがとても恥じられました。その
頃、どんどん新しい施設ができて、本人がそこに入り
たいという気持ちよりも、お世話をしている方々の気
持ちが優先されて入っている高齢者が多いなーってい
うふうにも感じました。養老院と言っている人達も沢
山いました。人里離れた所にぽつんとあったりすると

「寂しいだろうなー」と思いました。私たちは何故こう
いうボランティアをしているんだろうかと考えたとき、
在宅で、住み慣れた地域で来てもらいたい人に来ても
らって、行きたい人がそこのサービスに行く、そうい
うふうな介護そのものの助け合いが一番望ましいのか
なーと思ってやり始めました。まだ福祉は与えられる
ものという考えが強かったと思うんですね。介護保険



20

パネルディスカッション

になっても「行政の世話になるなんて嫌だ」と今でも
言う人がいるんです。自分達がこうありたいという福
祉になっていったら、誰もが安心して住み慣れた地域
で、在宅で死ぬことができるんじゃないかなーと。先
の見通しも立てず、思い付きだったような気がします。

 　そんな準備期間中に、一枚の広告を目にしました。
「当方、高齢者家族、食事を作ってくれるお手伝いさん
を求む」というものでした。私たちがお役に立てるん
だったら行ってみようと。「食事を作り、介護でもやっ
てみようと思っている団体なんですが、よかったら私
たちを使ってみてください」と、お料理の大変上手な
会員さんがいましたので向かいました。心臓を患って
いる息子さん、９０歳になるお母さんの二人暮らしで
した。料理が上手なのでお手伝いは１日が２日、２日
が３日と増えてまいりました。とても一人ではできま
せんので数人で毎日食事作りに出かけました。
 　それから老健施設の施設長さんから「有償サービス
であるから、ボランティアといえどもしっかり責任を
持ってやってくれるだろう。老健施設で色んなお手伝
いをしてくれないか」と言われました。また「３ヶ月
見直しで在宅になったときに担ってくれる人が少ない」
とのことで、一軒のお宅を紹介されました。行ってびっ
くりしました。奥の方に母親の９０代のお婆ちゃんと
７０代の退職したばっかりの旦那さんが休んでいたん
です。７０代の奥様が二人を看ている。初めてそうい
う場面を見ました。お掃除・洗濯・買い物に毎日、多
いときは７人で行ったこともありました。とってもい
いご家庭で、私たちも大変お世話になった。この二つ
のケースを担当いたしました。

 　このような活動が新聞で紹介されたときに、行政の
方から「こういうのやってくれませんか？」と言われ
ましたが「もしかしたら行政でできないんですか？」
と話しました。行政の補完的な役割でも下請けでもな
い。できないことはできない。「行政が考えていただく
ことではないですか？」とはっきり申し上げ、できる
ことは一生懸命いたしました。
 　準備期間をおいて今は１４年目に入っています。助
け合いの時間は１２万時間に上ります。一時、介護保
険によって減りましたが最近は枠外というサービスが
増えてまいりました。でも、中身と金額は全然変わっ
ていません。介護保険からすれば高いなって感じです
けども、料金が変わってない。会員と業者さんの協力
があって頑張って来たなーと思います。
 　
 　介護保険の他に緊急子育て支援。これは当初から
やっておりました。水疱瘡で保育園に行けない子ども
さんを預かったり、幼稚園に送り迎えをしたり、当初

から当たり前のように、「困ったらお互い様なんだから
当然でしょう」っていうことで頑張ってやってきまし
た。それから人材育成ってことで、８００人ぐらいの
ヘルパーさんを育成したり、ボランティア育成、受け
入れ、緊急サポートのスタッフの受け入れなどもいた
しました。

 　私たちの活動は、地域の課題解決、対象はベビー
から高齢者までの呟きや困ったときの発見、気づきを
制度ではなくインフォーマルなサービスを作っていく
ことだと思います。大事なのは後方支援、家族の支援
も含まれます。それから地域の居場所、本当に重要だ
と思います。社会参加のきっかけ、生き甲斐作りが生
み出されると思います。地域の資源として人材育成も
大切になっていくと思います。私たちでは解決できな
いものは専門職のところへ繋ぎ、他団体ネットワーク
の共同によって運動論としてやっていくべきかなーと
思ってます。「尊厳、自立、安心社会」が私たちのキーワー
ドです。民間主導でお互いに良い関係で生きられるた
めに、親から子へ子から孫へ世代を越え、地域を越え
て助け合う仕組みづくりをしていくことが私たちの願
いでございます。
 　私たちは、住まいについては余り考えてこなかった
と思います。この震災により住まいの大切さを感じた
ことはありません。健康で安心かつ活力ある生活は福
祉の増進につながります。仮設や借り上げ住宅での不
自由な生活では平安な生活は望めないのです。住まい
の大切さについて、私たちは今後真剣になって取り組
んでいかなきゃいけないと思っているところです。

 白川：須田様ありがとうございました。次は、外は雪
が降っていましたけども、南の方からお越しいただき
ました　猿渡さんに発表をお願いいたします。

 猿渡：福岡県大牟田市から来ました猿渡と申します。
肩書きは地域包括支援センターですが、今日は病院で
相談員をしていた時の報告をいたします。
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 　大牟田市は福岡県の一番南に在ります。石炭で
有名な所だったんですが、石炭産業が衰退しまして
１９６０年代には２１万人でしたが今は１２万人に
なっています。高齢化率は３３％弱で三人に一人は高
齢者です。高齢者の単身世帯が２３％、４軒に１軒が
高齢者の一人暮らしです。

 　そんな町の白川病院で相談員をやっていました。患
者さんの平均年齢が８６才弱です。なぜこんなに患者
さんの年齢が高いのかと言いますと、例えば永年一人
暮らしをしている８０代の女性が近所のスーパー帰り
に骨折し救急病院に行きました。救急病院でしばらく
入院し退院ですよと言われリハビリ病院に行きました。
よくある話かと思います。リハビリ病院である程度リ
ハビリするんだけど期限が決まってたりする。身体機
能向上するが自宅で生活することが難しいってことで、
転院してもう少しリハビリして家に帰りましょうと。
そういう形で入院されてる方が多い。で、高齢の方が
多くなってきます。　しばらく入院し、医師から「退
院ですよ」という話が出ます。私達が呼ばれて今後の
生活どうするか話し合いをやっていきます。本人の生
活を家族から聞きます。「食べこぼしをしたことがある」
とか「行方不明になったことがあるんだ」とか。本人
に話を聞きますと「永年住んでた家があるんだ。家に
帰してください」と切実に仰る。一方、家族は「心配
なので福祉施設も幾つも申し込んでいます。それまで
なんとか置いてもらえませんか」と言ってくる。その
狭間に立ちながら業務をやっていました。
 　退院に際し、自宅で自分の力でどれぐらい生活でき
るのかを見ます。その後、家族の方がいらっしゃれば「ど
れだけサポートできるのか」を話し合います。白川病
院では半数以上は一人暮らしの高齢者でして、家族の
サポートがなかなか望めないので介護保険サービスと
いうふうになるんです。家族は２４時間３６５日一人
暮らしの母を見守るようなサポートがないと不安なん
です。家に帰りたい患者さんいっぱいいらっしゃるん
だけども、ご家族は施設を幾つも申し込んでいる。な
かなか自宅に帰ることが難しい。不本意だと分かりな
がらも施設を紹介せざるを得ないような状況もあった。
 　見守りとか少しの地域のお手伝いがあれば自宅で生
活できるんじゃないかなって思って、民生委員さんや
自治会の方に話をするんです。民生委員さんも介護が
必要な状態になったとか「配偶者の身体が悪くって、
そっちの介護せないかん」と。一人暮らしの高齢者を
めちゃくちゃ見守っているんで、そこにプラスして人
が入って来たら、自身が疲れ果てて疲労困憊してしま
う。こういうことがあって状況が打破できない。一方、
自治会の加入率が３５％切っている。「班長を輪番制で

やらなくっちゃいけない」とか言って、高齢の方はほ
とんど入ってない。「入ってないから支えられない」と
いう話があり状況が払拭できなかったんです。

 　そういうなか、大牟田市では事業で徘徊模擬訓練を
始めました。認知症の人とその家族を支え見守る。意
識を高め地域のなかで認知症の理解を促進していくん
だと。地域ぐるみの協働により可能な限り声掛け見守
りし、徘徊高齢者を保護していく実効性の高い仕組み
を実施する。一番に意識、二番にネットワークを構築
する。認知症になっても安心して暮らせ徘徊ができる
町を目指していこうじゃないかということで平成１６
年に立ち上げました。
 　小学校区で徘徊模擬訓練を実施する実行委員会を作
るんです。メンバーは民生委員さんや自治会の方、社
会福祉協議会や医療機関や介護サービス事業所、包括
支援センターや職能団体研究会と職場の団体、市の職
員さんなどです。地域の認知症の方をどういうふうに
見守ろうかという事業を実施するため、協議体を作っ
て話し合いを進めていくんです。
 　平成１９年に白川校区にある白川病院で徘徊模擬訓
練を実施しました。７５００人の人口がある校区なん
ですが、参加者はたった９人だったんです。黄色の傘
を差したばあちゃんが、下を向いて足を引きずりなが
らとぼとぼ町を歩きました。２時間歩いて声を掛けて
くれたのは１軒でした。地域の方からは「なんで認知
症の方を地域で見守らなきゃいかんのか。そういう人
こそ病院に入るとか施設に入らんと危ない」「何の為の
訓練なんだ」と言われました。

 　地域の中に皆さん住み続けて生きたいと思ってらっ
しゃるけど、本当のネットワークが無いとそうはなら
ない。医療保険サービスがどうなっているとか、介護
保険がどうなっているのか、時には施設や病院の見学
をしてもらいながら話し合いを進めていったんですね。
何回も何回も話し合いを繰り返すうちに現実に目を向
けていただいて、他人事から自分事に少しずつ気持ち
が変わっていった。既存の組織だけでやっていたが私
たちが入り包括支援センターが入ったことによって事
業が活発化していったんです。みんなで地域のことを
考えていこうってことで「白川ふれあいの会」を立ち
上げ、協議体が一個できました。
 　認知症の方を地域で支えるためには、お互いの暮ら
しが分からないと支えることができない。認知症を知
らない人が「認知症になったら助けてくれる」って言
われても抵抗がある。だから地域にふれ合いの場所を
いっぱい作らなければいかん。そこで隣近所の付き合
いから顔見知り地域のつながりを作っていき、認知症
になったら支え合う。認知症になる前から支えていく。
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それから認知症を地域で公言できる関係作りをやって
いこうじゃないかと話し合いは進んでいきます。
 　しかし、居場所を作るにはお金が掛かるんですね。
場所を借りるんで契約は誰がするのか。せめて活動さ
れる人にボランティア保険ぐらい加入させてあげたい
とか出てきます。お金は稼いでいくとか、持続性、自
主性を持たせるために平成２１年に「ＮＰＯしらかわ
の会」というものが立ち上がった。メンバーは介護サー
ビス事業所職員もいますし、行政の職員、あるは社会
福祉協議会、自治会や民生委員さんです。

　協議することは多数あります。高齢者、障がい者世
帯への戸別訪問を実施して家事支援とか生活相談に応
じるとか、安心できるまちづくりを目指すための環境
整備とか、安全確保を重点に地域の活性化に寄与する
とか、日常生活支援は戸別訪問による買い物とか付き
添いとか。居場所ですと環境を作り安全安心を保つと
か。子ども部会は学校終業時の支援とか通学路の点検
とか、放課後に子ども達と一緒に遊んだり障害のある
児童の登下校支援などがある。それから白川祭とかや
るようになりました。広報活動では「何か困り事あり
ませんか」とチラシをつくり、地域のいろんな所にお
いてますね。病院が事務局になってますので、事務局
の方に連絡があったら地域のボランティア会員さんと
実施していくっていう体制です。

 　居場所は借り上げて開所しています。床がベコベコ
になってると学生さんが補修してくれたりします。サ
ロンです。みなさん笑顔なんですが「嫁さんの悪口」っ
ていうキーワードがあって、その話で盛り上がる。中
にはご主人さんが介護状態の方がいらっしゃって、デ
イサービスされた時にみんなで喋って「主人帰ってく
るから帰らないかん」って帰られる。そこでストレス
を吐けるんじゃないかなーと思います。
 　やはり自分達がこの地域に住み続けたいから、こう
いうふうなケアせないかんということで、徘徊模擬訓
練をしました。行政主導で１年目は一人だったが、今
は徘徊役は５０人います。参加者も９名だったのが
２００名を越えている。声掛けも一人から５００件と
地域の中の理解が進んでいったと思います。
 　徘徊模擬訓練を地域活動でやる原点は「患者さんに
家に帰っていただきたかった」ということなんです。
それでどうなったのかと言いますと、お婆ちゃんが自
宅で骨折をされ入院されて、家族は施設を申し込んで
いたけども本人は家に帰りたがっていたんですね。地
域の会員さんに相談をします。会員さんたちは「私た
ちが朝ゴミ出しをします」と。「夕方雨戸を閉めに来ま
すよ」と。夜は介護保険サービスの前に地域の方々が
この人を支えていこうかということを考えてくださっ

てます。やはり、おむつ交換とか食事介助とかってい
うのは専門職が入らないとなかなかできない部分もあ
るんです。そういう時はもちろんケアマネがいます。

 　A さんは、８０代の要介護１で生活保護の方ですが
骨折して入院してこられた。頼れる知人も友人も居な
くって、近くに住んでいた長女は介護放棄、虐待もあ
り家賃の滞納もあった。Ｂさんは知的障がい者の女性
だったんですが障害年金もらっていた。ボロボロの家
に住んでいて、息子さん一人居たんですが施設に入っ
ていた。知人はいたんですが本人さんの通帳を巻き上
げていて、全然お金を渡さなかったので低栄養状態で
入院してこられた。二人は状態が良くなって退院の話
が出てきたんです。ずーっと大牟田の近くの地域に住
んでいらっしゃったんで「家に帰りたい」という訳で
すね。家はぼろぼろで人が住めるような状況じゃなかっ
た。近くの空いてた賃貸住宅の大家さんに「こういう
方々が退院したいので家を貸してもらえませんか」と
話をしたら「孤独死があるから、嫌やろー」「お金を
払って貰えるの」って話になったんで、まずは後見人、
そして体制作りをやろうと。介護保険サービスとかで
すね、病院対応食で対応しますよとか話をしていたん
です。家に帰っても一人で寂しいだろうから「ルーム
シェア、二人暮らししたらどう？」っていう話をした
ら、ものすごい喜んでですね、実際こういうかたちで、
これがＡさん、これがＢさんですね。二人助け合いな
がら暮らしてます。奥に卓袱台があるんですが、地域
の人達が集まる場所が欲しいという話になったんで、
あえてこの場所に地域の方々が集まれるような居場所
作ってます。見守り兼みんなの居場所で、ＡさんとＢ
さんの生活の場所です。

その他、病院のサービス事業所です。お婆ちゃん、こ
の方も認知症があって朝夕ふらふら出て行かれるので、
地域の中で支えないかんと。「まずは病院と介護サービ
ス事業所で、きちんとご本人さんを支援しますよ」と
いう話をします。本人さんも、知らない人から声を掛
けられるより知っている人から声掛けた方がいいん
じゃないっていうことで、本人さんのことを知ってい
る人達を集めてどういうふうに支援をしていこうかっ
ていうのを考えたんです。朝、北の方に行かれるわけ
ですね。夕方には南の方の学校に行かれる。認知症が
あるんで校庭をぐるぐる回られるんです。僕たちは意
味は分からなかったんですが、地域の方がもしかした
ら子どもを迎えに行っているんじゃないか。子どもが
夕方帰って来ないんで、一人になって寂しくなって「息
子迎えにいかんなー」と思って行かれてる。だったら
ご本人さんが夕方行かれるときは、地域の住民が両脇
を組んで支えようと。地域のふれあいが進むことによっ
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て多様な支援ができるようになった。平成１８年には
２０数名だったんですが、平成２２年ぐらいには３倍
以上の方が自宅に帰れるようになったという状態です。

 　自宅で生活が困難な方の対応を介護保険サービス
とか医療保険サービスだけで考えていますけども、地
域事業をやっていくと色々な方々が支え手にも担い手
にもなれます。本人は自宅のなかで生きているという
実感が湧くんじゃないでしょうか。多様な担い手の中
で、本人が生きていくということが大切なんじゃない
かなーというふうに思います。

白川：ありがとうございました。丁寧に掘り起こしな
がら仕組み作りを進められて来たっていう部分があり
ます。ＮＰＯの活動費もちょっと触れてもらっていい
ですか

猿渡：活動費は正会員が９０名いて年会費が千円で
９万円。白川校区の中の企業などから賛助会費をいた
だいて、年間３０万円程度の予算です。会員さんの支
援活動については報酬を全く払っていません。

白川：数十万のお金でもあれだけのことができてしま
うと、お金が無いからできないよねっていう言い訳は
通用しないですね。お金が無いのでやめようと思って
いた人には非常に不都合な事実が分かってしまいまし
た。ありがとうございました。

では一通りご発表いただきました。一つ取り上げたい
ポイントは自立という話と共助についてです。長島副
大臣にお尋ねをしたいのは、助け合いが大事だし、自
分でできることは自分でやったほうがいいとは頭では
分かる。被災されて大変な状況にあり、行政にそう言
われると行政がやってよと住民は言いたくなっちゃう
人もいるんじゃないかと思ったんです。その辺りはか
なり時間を掛けて丁寧にお話されたんじゃないかと思
うんですが、エピソードなどあればご紹介いただけれ
ばと思います
 
長島：会場でお孫さんと一緒に暮らしている人どれぐ
らいいらっしゃるか手を上げていただけませんか。お
子さんと一緒に暮らしてらっしゃる方おねがいします。
日本全体の核家族が進んでしまっているんですね。こ
のことも福祉だとか、地域の見守りを考えるときに一
緒に考えていかなければいけないと思うんです。
 　で、山古志村には濃すぎる人間関係があるんです。
５代も６代７代も隣近所で暮らしてきて、隣の家の財
布の状態まで分かる。誰が何処へ嫁に行ったかまで分
かっていて、何かあった時はこの娘の所に連絡をすれ

ば娘は飛んで来るっていう暮らし方と、都会みたいに
マンションの隣の人がどっから来ていらっしゃるのか
分からない暮らし方。日本は両者入り交じって、どっ
ちかと言うと核家族の方に進みつつあるかなーという
ところですかね。ですから大きな問題を解決するとき
に一律に考えられないと思うんですね。
 　みなさんの話を聞いて、人は人が傍にいてくれるこ
とが一番ありがたいし、心強いんですよね。できれば
家族が傍にいて欲しいと思うんです。でも、それが叶
わない人は近所の人、友達。それも叶わない人は最終
的に行政に何とか面倒見て欲しいよという順番になる
んじゃないかなーと。実は哀しいことにそうならざる
を得ないんじゃないかなーと思ってます。だから自立
と言っても自分で支え合って家族で生きていける。地
域で生きている人はそのことを大切にしてもらおうよ
と。どうしても行政の手助けがなければ生きていけな
い、人生を楽しく暮らせない人達については行政で考
えていかざるを得ないと思うんですね。だから共助と
一口に言っても、地域によっては俺達にそんなことま
でさせるのかと仰るところもあると思います。福島も
けっこう濃すぎるぐらいの人間関係の中に生きてらっ
しゃるじゃないかなーと思ってます。そのことを煩わ
しく思うこともあるかも分からないけれども、災害が
あったときには普段悪口を言い合っているのに「まと
まって同じ方向に向いていこうよ」みたいなところが
あるんだとしたら、いずれ若い世代に代わっていくの
で、お互い助け合って世代が繋がっていくんだみたい
なことを、理解し合えたらいいんじゃないかという気
がいたします。

白川：濃すぎる、ちょっと煩わしいぐらいの人間関係
というお話がありました。私も田舎で生まれ育ったん
です。本当に煩わしい人間関係があるんですね。「あそ
この息子さんはどこそこに勤め始めたけど先月辞めて」
とかですね。そういうことまで聞かされるわけですね。
一方でお袋とかが布団を干そうとしていると近所の人
が助けてくれたりします。だから核家族化は煩わしい
人間関係から解放されて気楽になった一方で、煩わし
さの裏側にあるありがたいものも無くしてたのかなー
と思います。特に、ニュータウンなどでは人間関係が
薄すぎて、高齢化が一気に進んでどうしようもない問
題を抱えています。地域ごとの色んな差がありますが、
私の親を見て煩わしさの裏側っていうのも見直す時期
に来ているのかなーと感じました。

 　猿渡さんにまたお尋ねしたいんですが。認知症の方、
地域で暮らせるようにしましょうよと言っても、即座
に「ああいいねー」とはならないんですよね。「なん
で」って反応があったと仰ってましたけど。そのため
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に時間が掛かったりとか、自治会長さんと夜に「酒呑
めよ」の関係になるまで何ヶ月も掛かる地道な積み重
ねがあってできる部分もあるんだと思います。差し支
えない範囲の苦労話を教えてください
 
猿渡：地域の民生委員さんや自治会の会長さんたちに

「認知症の人を地域の中で支えていきたい。白川病院に
はいっぱいそういう方がいらっしゃるんだ」と伝えま
した。その時「なんで病院の人間がそういうことを言
い始めて来るんだ。営業か？補助金もらっているんだ
ろう」と言われました。民間の人間なんだけども、大
牟田市の事業でそれをやってきた。後ろ盾がそこにあっ
たんですね。「自治会のみなさんに説明してもらえませ
んか」と言うと、行政の職員が来てくれて「実は大牟
田市では徘徊模擬訓練を実施しています。各校区の病
院とか介護サービス事業所が事務局となって働き掛け
をしてくれてるんです」と話をきちんと整理をしてく
れたんです。行政とネットワークが組めたんですよ。
民間の力だけでは難しくって、行政の後ろ盾が必要な
んじゃないかなーと思います。

白川：福岡県の別の市でも孤独死の問題が起きて、地
域の見守りの仕組みを作ろうとなって市役所の方が地
域に入って行って説明をしたんだそうです。最初は「お
前のところゴミの分別やたら細かくして煩わしい」と
かですね、ひとしきり文句を言われた。そこで逃げて
たら終わりだったんでしょうけど、会合には顔を出し
続け最後は本音で話しをするようになった。市役所の
職員が頭下げてすっきりするんだったら頭下げようと。

「そこで気持ち良くなった分、この町は良くなったの
か？」と喧嘩腰で話をするような場面もあったそうで
す。そこを避けていくと、いいものが生まれない。

 　もう一つのポイントとして星野様と須田様にお伺い
したいんですが、実際の活動の展開という部分ですね。
まず星野様にお伺いしたいのは、地域の活動の活性化
とか事業展開を広げていくとかＮＰＯの活動に対する
期待が大きくなって来ると思うんですね。その中で活
動を支援するという立場からご覧なって、地域の活動
を活性化する上でここが大きなポイントになるんじゃ
ないかと、これが大きな課題になるんじゃないかとお
考えがございましたらお聞かせください。

 星野：広域連携の話をしたんですけど。ＮＰＯは都市
部に立ち上がって来るところが多く、県内全体を見渡
すと抜けてる所がいっぱいあるんです。特に中間支援
なんていうのは中山間地へ行くと難しくなる。過疎地
で同じようにサービス受けられるかどうかという問題

については、ＮＰＯは頼り無くって地縁組織のような
ものをとらざるを得ないんだろうなと思います。中山
間地は色んな団体の関係の中で問題解決する必要が出
て来るんじゃないかと考えます。

 白川：ＮＰＯ法人格もっている団体は規模が大きい町
に集まっちゃう。地縁組織の活動というものをもう一
度スポットを当てるべきかと。老人クラブとか婦人会
とか自治会とか、それぞれの立場で色んな活動をされ
ているかも知れない。長島副大臣、国会中の非常にお
忙しい中時間割いていただいてますが・・・。

長島：すみません。一つだけ。私の知っている人が
１７年間施設入って亡くなりました。何も分からない
からという理由で、家族は１７年間１回もお見舞いに
来なかった。そういったのも皆さんの力で是非なんと
かよい方向に向けていただければと思います。もちろ
ん行政の責任でありますけれども、是非お願いをした
いなーと思って東京の方へ帰って仕事します。

（公務のため退席）
 　
 白川：ありがとうございました。地域の老人クラブ活
動、婦人会活動、自治会活動それぞれ色んなことをや
られているかも知れないが互いに何やっているか知ら
ないし、ひょっとしたら同じようなことをやっていた
ねーとか、あるいは誰もやってなかったんだと、そう
いう発見があるかも知れないと思うんですね。活動の
活発化と合わせて団体のネットワーク化を同時に進め
ていくことが必要になってくるのかなと感じました。

 　須田様にお伺いしたいのですが業務を作り上げてい
かれるなかで役割分担と言いますか、お互いにできる
こととできないこと、あるいは、これは自分達に頼む
のはおかしいんじゃないっていうことが、話し合いの
なかで出てきたんじゃないかと思うんですよね。抽象
的な質問で申し訳ないんですが、どういう気持ちで行
政とのパートナーシップを考えていけばいいのか。ヒ
ントがあればお願いしたいと思います。　
 
 須田：誰に頼まれてやったわけではないＮＰＯ活動な
んです。まず自立自助、安易に行政に頼らない活動を
目指しました。このとき、一人訪問看護を日本で初め
て福島市が認めてくれました。でも、たった２ヶ月だっ
たんです。続けられなかったのはほんとに残念でした。
訪問介護の基礎研修にも直ぐには支援を出さない。そ
ういうこともあり諦めちゃうんですね。言っても駄目
なのかと思って。ただ、今回の地域支援事業、市民が
市民を助ける福祉制度ですから、行政サイドだけで決
められては困る。市民の意向が反映されて意向を汲ん
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でもらえるような制度であって欲しいと思っています。
Ｂ型という訪問や通所がですね、助け合いの中で地域
で支え合う原点になると思うんですね。私たちは既存
のサービスに加え見守りや緊急医療情報システムなど
が入って来ることによって、更に安心して住み続けら
れる。在宅福祉が充実するのかなーと思っているんで
す。

 　登別のグループづくりを見学してきたことがありま
す。「函館の女」のメロディーで歌うんですが、施設の
歌詞を紹介します。「自由な暮らし楽しいよ　サロン
もいろいろみんな来る　カラオケ、麻雀、囲碁、パソ
コン　俳句、短歌や歌声喫茶　みんな生き活き笑って
る　ここが我らの　夢の家だよ～」「一人の部屋は１５
畳　気ままな暮らししています　朝は各自で料理して　
昼と晩には家族のように　みんなで食べればなお美味
し　ここが我らの夢の家だよ～」です。私が理想とし
ているグループリビングです。私たちも広い建物があ
りましたら、できないものかなーと思っていて、行政
にも相談しに行かなくちゃなーと思っているところで
す。実現したい一つでございます。

 白川：時間も迫ってきましたので、私の方から少し違
う視点からのお話をしたいと思います。

 　一昨年、いくつかの国へ視察に行く機会があったん
です。その中の一つがオランダだったんですね。オラ
ンダって今の日本と似たようなことを何年か前からや
り始めているんです。日本の特別養護老人ホームみた
いなのが在るんですね。２年前に法改正やったんです。
オランダの要介護度は１０区分ぐらいあるんですが、
４よりも重い人しか入れない制度です。日本でも今年
４月から要介護３以上じゃないと入れない。似たよう
な事を先行してやっているんですね。
 　オランダでは地域の支え合いを積極的に導入してい
て、ボランティア団体などに助成金を出したり、ボラ
ンティア活動されてる方も、それこそ、定年退職され
た高齢者の方とかいっぱい参加されて、地域の活動を
盛り上げているんです。

　日本で「生活支援サービスってなーに」って話をす
ると、掃除とか、調理とか、部屋の片付けとか、出て
来ると思うんです。オランダの生活支援のサービスっ
て何やっているんですかと聞くと「一人暮らしの方が
寂しくないように電話をして話し相手をしてあげる
サービスしてます」とか「週に何回かみんなで集まっ
てお食事会してます」とか、そういう答えです。日本
は目に見える作業を生活支援というふうに思いがち。
地域活動を積極的にやっている国へ行くとそれも勿論

やっているんですが、精神的な部分の支援で孤独を感
じさせない支援があります。寂しく一人で生きている
のに元気で暮らそうなんて思わない訳ですよね。そこ
は行政にできる話ではなくって地域の人間関係とか
じゃないとできない。そういう関係性でしかできない
価値というものを、もう一回考えてみなきゃいけない
のかなと思います。

 　２９年度までに新しい介護保険、地域支援事業始め
なきゃいけない。すでに熱心に活動されている方がい
らっしゃれば安心なのですが、行政が一から地域に割っ
て入らなきゃいけない所もあるかと思います。一朝一
夕にできる話ではないので、行政の方も含めもう一回
自分達の町に目を向けて見る。何があるか、何が無い
かに目を向けながら地域でどうやったら暮らし続けら
れるだろうかと考えて行く。そのきっかけになれるよ
うなパネルディスカッションになれば、我々の役割が
果たせたかなと思います。どうもありがとうございま
した。
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パネルディスカッション

「ともと住まい、ともに住まう」
～地域の共助を考えるシンポジウム～
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